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5.2.2

船
舶
の
設
計
上
又
は
建
造
上
の
制
限
に
よ
り

5.1.1
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
主

管
庁
に
対
し
て
十
分
に
立
証
さ
れ
る
場
合
に
は
、
表
示
さ
れ
た
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
の
推
進
出
力
の
合
計
が
七

百
五
十
キ
ロ
ワ
ッ
ト
未
満
の
船
舶
に
設
置
さ
れ
る
船
舶
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関

排
出
規
制
海
域

６

こ
の
第
十
三
規
則
の
規
定
の
適
用
上
、
排
出
規
制
海
域
は
、
付
録
Ô
に
定
め
る
基
準
及
び
手
続
に
従
い
国
際
海

事
機
関
が
指
定
す
る
す
べ
て
の
海
域
（
す
べ
て
の
港
を
含
む
。）と
す
る
。

二
千
年
一
月
一
日
前
に
建
造
さ
れ
た
船
舶
に
設
置
さ
れ
た
船
舶
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関

7.1

1.1.1
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
千
九
百
九
十
年
一
月
一
日
以
後
か
ら
二
千
年
一
月
一
日
前
ま
で
に
建
造
さ
れ
た

船
舶
に
設
置
さ
れ
る
五
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
出
力
及
び
一
シ
リ
ン
ダ
ー
当
た
り
九
十
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
容
積

を
有
す
る
船
舶
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
は
、
7.4
に
定
め
る
排
出
の
制
限
値
に
適
合
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

だ
し
、
当
該
機
関
の
適
合
手
法
が
い
ず
れ
か
の
締
約
国
の
主
管
庁
に
よ
っ
て
認
証
さ
れ
た
場
合
及
び
当
該
主
管

庁
が
そ
の
認
証
を
国
際
海
事
機
関
に
通
告
し
た
場
合
に
限
る
。
こ
の
7.1
の
規
定
の
遵
守
は
、
次
の
い
ず
れ
か
一

の
方
法
に
よ
っ
て
立
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

7.1.1

適
合
手
法
文
書
に
明
示
さ
れ
る
検
証
方
法
を
使
用
す
る
検
査
に
よ
り
確
認
さ
れ
た
適
合
手
法
の
導
入
（
当

該
船
舶
の
証
書
に
お
け
る
適
合
手
法
に
つ
い
て
の
適
当
な
注
釈
を
含
む
。）

7.1.2

３
、
４
又
は

5.1.1
に
定
め
る
範
囲
内
で
機
関
が
運
転
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
機
関
の
認
証
及
び
船
舶
の
証
書

に
お
け
る
機
関
の
認
証
に
つ
い
て
の
適
当
な
注
釈

7.2

7.1
の
規
定
は
、
7.1
に
規
定
す
る
通
告
が
寄
託
さ
れ
た
後
十
二
箇
月
以
後
に
行
う
最
初
の
更
新
検
査
ま
で
に
適

用
す
る
。
適
合
手
法
が
適
用
さ
れ
る
船
舶
の
船
主
が
、
最
善
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
商
業
的
に
入
手
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
こ
と
を
主
管
庁
に
対
し
て
十
分
に
立
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
は
、
適
合
手
法
は
、
当
該

船
舶
に
つ
い
て
は
商
業
的
に
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
後
の
最
初
の
年
次
検
査
ま
で
に
設
置
す

る
。

7.3

千
九
百
九
十
年
一
月
一
日
以
後
か
ら
二
千
年
一
月
一
日
前
ま
で
に
建
造
さ
れ
た
船
舶
に
設
置
さ
れ
る
五
千
キ

ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
出
力
及
び
一
シ
リ
ン
ダ
ー
当
た
り
九
十
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
容
積
を
有
す
る
船
舶
用
デ
ィ
ー
ゼ

ル
機
関
に
関
し
、
証
書
は
、
7.1
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
船
舶
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
に
つ
い
て
は
、
適
合
手
法
が

7.1.1
の
規
定
に
従
っ
て
適
用
さ
れ
た
か
若
し
く
は
機
関
が

7.1.2
の
規
定
に
従
っ
て
認
証
さ
れ
た
か
又
は
適
合
手
法
が

未
だ
存
在
し
な
い
か
若
し
く
は
7.2
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
未
だ
商
業
的
に
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か

を
示
す
も
の
と
す
る
。

7.4

第
三
規
則
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
7.1
に
規
定
す
る
船
舶
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
の
運
転
は

禁
止
す
る
。
た
だ
し
、
機
関
か
ら
の
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
（
二
酸
化
窒
素
の
排
出
の
総
重
量
と
し
て
計
算
し

た
も
の
）
が
次
の
範
囲
内
に
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
ｎ
は
、
機
関
の
回
転

速
度
（
一
分
間
当
た
り
の
ク
ラ
ン
ク
軸
の
回
転
数
）
と
す
る
。

7.4.1

一
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
当
た
り
十
七
・
〇
グ
ラ
ム

ｎ
が
百
三
十
回
転
数
未
満
の
場
合

7.4.2

一
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
当
た
り4

5•
0×

n
(－

0•
2
)

グ
ラ
ム

ｎ
が
百
三
十
回
転
数
以
上
二
千
回
転
数
未
満
の
場
合

7.4.3

一
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
当
た
り
九
・
八
グ
ラ
ム

ｎ
が
二
千
回
転
数
以
上
の
場
合

7.5

適
合
手
法
の
認
証
は
、
二
千
八
年
に
改
正
さ
れ
た
窒
素
酸
化
物
に
関
す
る
技
術
規
則
第
七
章
の
規
定
に
従
う

も
の
と
し
、
次
に
掲
げ
る
検
証
を
含
む
。

7.5.1

適
合
手
法
の
計
算
上
の
効
果
が
、
二
千
八
年
に
改
正
さ
れ
た
窒
素
酸
化
物
に
関
す
る
技
術
規
則
に
規
定
す

る
適
当
な
試
験
サ
イ
ク
ル
に
よ
っ
て
測
定
さ
れ
た
値
に
対
し
、
機
関
の
出
力
を
一
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え

て
減
少
さ
せ
な
い
こ
と
若
し
く
は
燃
料
消
費
を
二
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
て
増
加
さ
せ
な
い
こ
と
又
は
機

関
の
耐
久
性
若
し
く
は
信
頼
性
に
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
の
検
証
で
あ
っ
て
、
適
合
手
法
が
適
用
さ
れ

る
基
礎
と
な
る
船
舶
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
の
設
計
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
も
の

7.5.2

7.4
に
定
め
る
基
準
を
達
成
す
る
た
め
の
適
合
手
法
に
よ
っ
て
削
減
さ
れ
る
窒
素
酸
化
物
の
量
と
当
該
適
合

手
法
の
購
入
及
び
設
置
に
係
る
費
用
と
の
比
較
に
お
い
て
決
定
さ
れ
る
適
合
手
法
に
係
る
費
用
が
過
度
で
は

な
い
こ
と
の
検
証

認
証

８

二
千
八
年
に
改
正
さ
れ
た
窒
素
酸
化
物
に
関
す
る
技
術
規
則
は
、
こ
の
第
十
三
規
則
に
定
め
る
基
準
に
つ
い
て

の
認
証
、
試
験
及
び
測
定
手
続
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

９

二
千
八
年
に
改
正
さ
れ
た
窒
素
酸
化
物
に
関
す
る
技
術
規
則
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
排
出
量
を
決
定
す
る
た
め

の
手
続
は
、
機
関
の
通
常
運
転
を
特
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
と
す
る
。
無
効
化
装
置
及
び
合
理
的
で
な

い
排
出
規
制
方
法
は
、
こ
の
目
的
を
著
し
く
損
な
う
も
の
で
あ
り
、
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
の
規
則
は
、
機
関
及
び

補
助
装
置
を
損
傷
若
し
く
は
故
障
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
の
あ
る
稼
働
状
態
か
ら
保
護
し
、
又
は
機
関
の
始
動
を
容

易
に
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
補
助
制
御
装
置
の
使
用
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

見
直
し

10

国
際
海
事
機
関
は
、
二
千
十
二
年
か
ら
二
千
十
三
年
ま
で
の
間
に

5.1.1
に
定
め
る
基
準
を
実
施
す
る
た
め
の
技
術

開
発
の
状
態
を
見
直
す
も
の
と
し
、
必
要
な
場
合
に
は
、
5.1
に
定
め
る
基
準
の
実
施
時
期
を
調
整
す
る
。

第
十
四
規
則

硫
黄
酸
化
物
（S

O
x

）
及
び
粒
子
状
物
質

一
般
要
件

１

船
舶
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
燃
料
油
中
の
硫
黄
の
含
有
率
は
、
次
の
限
度
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

1.1

二
千
十
二
年
一
月
一
日
前
に
つ
い
て
は
四
・
五
質
量
百
分
率

1.2

二
千
十
二
年
一
月
一
日
以
後
に
つ
い
て
は
三
・
五
質
量
百
分
率

1.3

二
千
二
十
年
一
月
一
日
以
後
に
つ
い
て
は
〇
・
五
質
量
百
分
率

２

船
舶
に
お
け
る
使
用
の
た
め
に
供
給
さ
れ
る
燃
料
油
の
残
渣さ

油
中
の
硫
黄
の
含
有
率
に
関
す
る
全
世
界
に
お
け

る
平
均
値
に
つ
い
て
は
、
国
際
海
事
機
関
が
作
成
す
る
指
針
を
考
慮
し
て
監
視
す
る
。

排
出
規
制
海
域
に
お
け
る
要
件

３

こ
の
第
十
四
規
則
の
規
定
の
適
用
上
、
排
出
規
制
海
域
に
は
、
次
の
海
域
を
含
む
。

3.1

条
約
附
属
書
Ｉ
第
一
規
則
11.2
に
定
義
す
る
バ
ル
ト
海
海
域
及
び
条
約
附
属
書
Ö
第
五
規
則
\
ë
に
定
義
す
る

北
海
海
域

3.2

付
録
Ô
に
定
め
る
基
準
及
び
手
続
に
従
っ
て
国
際
海
事
機
関
が
指
定
す
る
そ
の
他
の
海
域
（
港
湾
を
含
む
。）
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